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《 本願寺水道を歩こう 》

本日のお話の流れ

１．本願寺水道の概要

２．本願寺水道の防災システム

３．本願寺水道の役割

４．東本願寺と本願寺水道のこれから

おまけ．地震防災のおはなし



１．本願寺水道の概要
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《水源池》

東本願寺の地盤面

大師堂（御影堂）

　　　　　の最高点

蹴上舟溜まり横

本願寺水道水源池

約４８ｍ
約９ｍ

旧疏水事務所跡に設置

長さ１８ｍ、幅９ｍ、深さ３ｍ
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大谷派本願寺火防用引水路線略図
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《市街地の配管》

　総延長約４．６ｋｍの送水本管として、口径３００㎜のフランス製

鋳鉄管を埋設し、毎秒１３．９ ℓ の水が送水されました。

　市街地の鉄管埋設は、明治２８年１月に始まり、わずか４５日間

で竣工しています。

フランス製鋳鉄管
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《境内の配管》

口径３００㎜の鉄管を三大門（御影堂門、阿弥陀堂門、菊門）、

　　　　　　　　　　　御影堂（大師堂）、阿弥陀堂（本堂）、集会所周囲に配置

２７ヶ所の消火栓と８ヶ所のバルブ、　手押し加圧器を設置

１００㎜の鉄管を北と南の手水鉢や　境内に縦横に配置

（境内総延長３５４１ｍ）

御境内火防用水路鉄管敷設略図

出典：両堂再建（東本願寺）
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《境内の配管》

御影堂には、日本の寺院としては始めて、ドレンチャーと放水銃を設置した。

　（パイプ全線に取り付けられた消火栓は８３ヶ所に及ぶ）

現在は、御影堂、阿弥陀堂に設置されている。

写真　1897年8月3日

「噴水防火大試験」の様子

写真　2006年9月3日

下京ルネッサンス時の様子
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《境内の配管》

渉成園や大谷祖廟でも本願寺水道の水は活用されています。

東本願寺だけでなく、廟所も守るため、さらに、景観を構成する

要素として、本願寺水道の水が利用されています。

写真　臨池亭（渉成園内）

東本願寺と環境を考える市民プロジェクト　08.05.25



《境内の配管》

大谷別院測量図

←要約：別院（祖廟）の境内は飲料水も乏しく、防火用水は得るのも
容易ではない土地である。疏水から水を引くことを計画するも、蹴上
より百尺（約30m）ほど高所にあるため、自由に水を引くこともできな
い。そこで、我が国で初めて「ハイドロリックラム（自動水揚機械）」を
用いて水を引くことにした。が、境内には貯水池の余地がなく、北東
の山腹に溜池を設けることとした。
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《工事の概要》

距離：約４．６ｋｍ

設計者：田邊朔郎

最大水圧：１７０尺

鋳鉄管：クエージ水道会社製

経費：１４万４３０３円　（第１期工事：９万３７２２円、第２期工事：５万５８１円）　　

　（琵琶湖疏水計画で１２５万円（当時の京都府予算の２倍）現在の京都府予算は約８千億円）

人員：２６万１６８１人

工期：第１期工事（水源池～本願寺間の配管）：明治２７年７月～２８年３月

　　　  第２期工事（境内地内の配管）　　　　　　：明治２８年４月～３０年８月

参考：『東本願寺防火用水工事について』

村松貞次郎著
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２．本願寺水道の防災システム
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《東本願寺の火災の歴史》

慶長７年（１６０２年）　真宗本廟（東本願寺）造営

天明８年（１７８８年）　京都大火により焼失

文政６年（１８２３年）　境内からの出火により焼失

安政５年（１８５８年）　京都大火により焼失

元治元年（１８６４年） 禁門の変（蛤御門の変）により焼失

明治１３年～２８年（１８８０年～１８９５年）　東本願寺再建

明治２７年～３０年　本願寺水道建設
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本願寺水道の防災システム

 《本願寺水道の防災システムの特徴》

○ 自然水利を用いていること

○ 動力に頼らない、高低差

　　　　　　を活かしたシステムであること

《地震火災時の消火活動における主な課題》

１．家屋倒壊、道路閉塞で消防車、消防隊の到着が遅れる可能性がある。

２．断水・停電によって消火栓（上水道）が使用不可になるかもしれない。

３．周りの人間が消火活動にあたろうにも、身近に利用できる水利がない。
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京都市・清水地域周辺で進められている防災水利設備を用いた消火イメージ



３．本願寺水道の役割
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琵琶湖疏水の水系（概略）と代表的な利用例
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「近代化産業遺産群」の認定（平成19年度、経済産業省）

「近代化産業遺産群」：　ほかには、有名なところでいくと・・・

　函館や長崎の造船、八幡や釜石の鉄鋼、灘や伏見の酒造、

　北海道や北九州の炭鉱　など計33の産業に対して、

　『近代化産業遺産』認定が与えられている。
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京都における産業の近代化の歩みを物語る

琵琶湖疏水などの近代化産業遺産群

※　琵琶湖疏水関連遺産

 琵琶湖疏水、琵琶湖疏水記念館所蔵物・所蔵資料、　南禅寺境内水路閣、

 蹴上インクライン、蹴上浄水場、蹴上発電所

このほか、理化学機器製造関連遺産（島津関連）、西陣織関連遺産が認定



現在、本願寺水道は漏水が激しく、

水の流れが止められています。
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本願寺水道のこれからは？　・・・

このまま使われなくなって、見向きされなくなっていくのでは？



鴨川の床

井戸水を利用する
お豆腐屋さん

無鄰庵

伏見の酒造

鴨川の友禅流し（現在は行われていません）

葵祭（上賀茂神社）

南禅寺の水路閣
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琵琶湖の生態系の変化、人々の環境への意識を映す鏡



環境や防災の面から、地域の水としてお堀や本願寺水道の水を利用

今年も2008年８月31日開催予定
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地域の水から流域の水へ　（京都・堀川の再生のからんで）

増水時に下水の余剰水を
流すための水路となった堀川
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参考URL：http://www.city.kyoto.jp/kensetu/kasen/kankyo/horikawa/index.html

ワークショップや川歩きを重ね
て、整備計画を検討。



市民ワークショップを経て、
取りまとめられた堀川
整備構想イメージ

参考URL：http://www.city.kyoto.jp/kensetu/kasen/kankyo/horikawa/index.html
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現在、整備が進められている。

写真は、堀川北大路から南下して、工事現場を撮影したもの。



『地域の水から、流域の水に』

東本願寺から水の文化を発信していきたい。
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明治時代の近代化産業遺産（自然流下式の防災水利）

　　である『本願寺水道』を何らかの形で後世に伝えたい。

　⇒　これからの役割



私たち、『東本願寺と環境を考える市民プロジェクト』
は、

生き物、ごみ、エネルギー、雨水、下水、防災など

幅広い分野で活動している人々が、東本願寺ととも
に、

東本願寺から様々な取組みを発信しています。

※ 今年開催予定の今後の取組み

7月21日　生き物観察会

8月31日　お堀探検（下京ルネッサンス）
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